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令和９年度当初予算編成方針 

 
１ 予算要求における重要項目 

〇全世代が幸福を実感し活躍できる「選ばれるふくい」の実現 

子育て・教育環境の充実、高齢者の安心と活躍推進、若者躍動、関係人口の拡大 など 
 

〇未来を切り拓く経済・産業政策の推進 

産業クラスターの形成、ＡＸ（ＡＩを活用した経営改革）の推進、 

地場産業（伝統工芸、農林水産、観光等）の成長 など 
 

〇世界との交流拡大と需要獲得 

インバウンドの推進、県産品の輸出拡大、企業の海外展開支援、国内外への情報発信 など 
 

 〇人口減少を見据えた持続可能な社会の構築 

地域産業を支える人材の育成、安全安心な地域づくり（防災、交通、医療・福祉等）、 

ＡＸ・ＤＸによる行政サービスの効率化 など 

 

２ 予算要求における考え方 

○「世界があこがれる福井」の実現に向け、政策の強化軸「３つのＳ」を意識するとと   

もに、「全世代リスペクト」「徹底した県民目線」「発信改革」の視点を踏まえて要求 
 
○行財政改革アクションプラン２０２４を踏まえ、歳入の確保と歳出の合理化を促進 

 
○質の高い行政サービスを提供するため、全庁的に事業・業務見直しを実施（業務改革） 

 
○「情報発信」については、対象者や発信手法の妥当性を十分検討し、効果測定の手法

および成果目標を設定した上で要求 
 
 

３ 要求基準の設定 

（１）経常的経費  １０２％以内 
・「公共施設等総合管理計画」に基づく県有施設の長寿命化は、要求基準外で要求可 

 

（２）政策的経費   ９７％以内 
・新たに「若者活躍・県内定着枠」および「高齢者安心・活躍応援枠」を新設し、
要求基準外で要求可 

 

（３）投資的経費  国の予算や地方財政計画等を踏まえ予算編成過程で決定 

 

  ※地方公共団体の発注における適切な価格転嫁（人件費等の実勢価格の反映など）に向け、 

経常的経費や政策的経費のシーリング率の増加(昨年度に引き続き＋2％) 
 
※国の補正予算に依存した財政運営からの脱却の方針を踏まえ、これまで補正予算で

対応してきた事業については、国の予算編成や地方財政計画等を踏まえ、予算編成

過程において当初予算への計上を検討 


